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我々が絵画を見る時,我々の心を打つのは一つにはその絵に描かれている形象であり,ま

た一つには塗られている色彩である｡だが,現代抽象絵画はむしろ形象を崩し,色彩にます

ます多くの存在理由を築こうとするかに見える｡勿論こうした魂象も,絵画における新しい

形象の誕生を意味することになるわけであり,抽象絵画に形象無視の傾向が生じたと速断し

てはなるまい｡この議論はさておき,色彩の占める比重が増してきたのは審葵である｡かく

の如き傾向は単に絵画に認められるにとどまらない｡書にも見られる｡書において正確で判

読 しやすい文字を書 くことが大切であることには異論がなかろう｡しかし,芸術としての馨

紘,こうした狭義の解釈から脱却しつつあるO現代は豊の多様な黒色と紙の白色が簡 し据す

色彩美に関心を寄せてきている｡

このような現代的芸術観によって十七世紀の英詩を解釈すればどうであろうか｡現代的意

義を兄い出したと打ち興じることができるだろうか｡問題の焦点を絞れば, 1)チャー ド･ク

ラショーの 『聖テレサへの賛歌』には赤と白のイメ-ジが幾度となく用いられているが,戟

々は紅白の色彩に目を奪われ,これらの色彩が表現せんとしている象教的意味を賓過 して良

いのだろうかo何気なく読みとばし易いが,紅白のイメ-ジをクラショーは視覚舟衆をあ韓

るために用いたのだろうか.そうではないであろう｡クラショーは紅白の色彩が轟する象徴

的意味を考慮にいれ,これを援用し,聖テレサが真の主の愛に辿 り着 く遁樫菅教護せんとし

たのではなかろうか｡

従来,オースチン･ウォレン,マ-ツ,ベネ ソト,プラッツらによりバロッグとめ朗藩で

クラショーの研究がなされてきたOウォレンのシソボ･リズム研究やプラッツの英伊両国tめ関

係を論じた研究ほ優れたものである｡ウィリアムズのイメージとシソボルの研究も津胃紅催

する.(1)しかし,クラショーの全体的な研究はなされて いるのに反し,個々の作品の吟味は

余 りにもされなさすぎると思われる｡ 『賛歌』も例外でない｡有名でありながら,むしろそ

れ故に,等閑に付されがちであったO小論では,この詩における ｢赤｣と ｢白｣のイメ-ジ

の枚能を,聖書や宗教画の助けを借 り,検討することにより,この詩を解釈仕直したい｡

Ⅱ

『聖テレサ-の賛歌』(2)(1646)のテレサとはスペイソの宗教象 カルメル会の修道女テレ

サ ･デ ･-スス (1515-82)のことである｡彼女の神との精神的合一を叙述している『自伝』

(1571)は有名であり,ジァソ･ロレンツオ ･ベルニーニは 『聖テレサ像』をこの 『自伝』
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に基づき創作した｡クラショーはテレサに非常な興味を抱いていた｡テレサに関して,この

『賛歌』以外 こ毎 寺についての 『弁明』(1648),それにアントワープの画家ゲル-ル ト･

ゼ～ガース (1591-1651)作 『悦惚の聖テレテ』を見た後で完成された 『燃ゆる心』(1648)

を書いている｡(3)

『賛歌』は内容上大きく三分できる｡六十四行目までが第一段階,六十五行から百二十八

行目までが第二段階,そして最後までが第三段階である｡第一段階は主-の愛を生まれなが

らに持っていたテレサがムーア人のもとに赴き,彼らのために殉教せんとする心の動きを措

い七いる｡次の第二段階では,主キリス トに彼らのために殉教せぬようにと呼び止められる｡

次いで,愛で燃えた矢を天使によって胸に突きさされ,彼女の心は主-の真の愛に溶け,主

の愛のために殉教する｡第三の段階に至 り,テレサは宗教的快惚を感C,この世を離れ,辛

リス トの歩む道を彼の後に従ってついて行く｡

さて,ムーア人の間で殉教せんと決心するに至る第一段階であるが,ここには十四行目の

｢純白の魂｣を除き,白色と結びつく語句は全く見当らない｡だが,赤色のイメージは多く

用いらjlているO

Loue,thouartAbsolutesolelord

OFLIFE&DEATH.

(大意 :愛よ,汝は生と死の絶対唯一の主である｡)

(ll.1-2)

で始まるこの詩は,この冒頭の行に既に見られるように,主-の愛を歌う｡ところで,愛を

赤色と結びつけることは伝統的な考え方である｡例えば,中Li:のヨ-｡ ノ/くでは,灼熱の恋

が赤色で表現されたoL4)この詩でも

LOVEtouch'therHEART,&loitbeates

High,&burneswithsuchbraueheates;

Suchthirststody,asdaresdrinkvp,

A thousandcolddeathsinonecup.

Goodreason.ForshebreathesAll丘re. (ll.35-9)
たぎ

(愛が彼女の心の琴線に触れた｡見よ,胸は高鳴り,素晴らしい殉教の血潮が沸る｡心を

凍てつかす幾千もの死を一気に飲み干さんとするかの如き渇望に燃える｡さもあろう｡息

するのほ熱情のみだから｡)

と赤色を想起′さす "burnes","heates","6re"等の語が見られる｡これらは愛の熱情を暗示

する｡こうしたテレサの,死を恐れない,熱情を示す ｢赤｣のイメージが使われているゆえ

に,殉教の恐怖を打ち消す程の強い主の愛が感じ取れる｡

しかし,愛を示す以外に ｢赤｣のイメージが殉教への渇望をも表現していることに注目す

べきである｡こうした渇望があるから,第一段階には ｢白｣のイメージがわずか-度しか使

用されていないのであろう｡
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Sca.rsehasshelearll'ttolispthename

OfMaftyr;

(殉教者という名も言えなかった)

(ll.15-6)
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辛,｢成人殉教者｣(五行目)には-行目の r愛｣に起因する殉教のテ-マが明らかに呈示さ
れてきている｡このテ-マほ次に,｢血｣という語により具体的に展開される｡それは,ま
ず十一行員の ｢血と汗を無駄に流してはならぬ｣に見られよう｡次に,主-の愛を証すには

血を流さなければならぬという

Nor･hasshee'reyetvnderstood

Whytoshowloue,sheshouldshedblood

(ll.2ト2)

(愛を示すためどうして血を流さなければならぬのか,まだわからなかった)

辛,

ScarsehassheBloodenoug1日Omake

A guiltyswordblushforhersake;

(彼女の血だけで刃を紅に染めることはできない)
(ll.25-6)

で,テレサの問題として具体性を帯びてくる｡そして,ム-7人の問で殉教しようとする

Soshallsheleaueamongstthem sown

HerLORD'sBlood;oratlestherown. (ll.55-6)

(こうして,彼らに主の血を注ぎかけるだろうO少 くとも血分の血を注ぎかけるだろうo)

で一応の展開を終える｡また,｢血｣- ｢死｣という結びつきにより,二行目から頻出ずる
｢死｣,｢死す｣という語が ｢赤｣と結びつき, ｢赤｣のイメージが殉教のテーマをさらをこ強
く,我々に印象づける｡このように,殉教の決意を持って第一段階は終る｡

矧

第二の段階はテレサがム-7人のために死ぬのでなく,天使の手によって矢を胸に射られ,

そのために殉教するという,最も劇的な場面を描いている｡こうした場面であるため,第一

の段階以上に死に直接関係する語が多く用いられているO(5)この段でのクライマ ンクスは九

十七布から盲十二行目までである｡ここで,テレサは天使に矢を胸に射られる｡しかし,彼

女はその苦痛よりも,それが生ぜしめる得も言われぬ甘美さを感じ 喜こんで死を迎え入れ

る｡首府から百十一行目まで ｢死す｣,｢殺される｣, ｢死｣の語がとめどもなく畳みかける
ように連続 して用いられ,死の悦惚感を読者に伝えるのに効果的である｡まさに圧巻であるo
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また,殉教とは言いながら,宗教のた桝 こ他の人間の身代りとして死ぬと貰 う世俗酌な段

階にとどまらず して,純粋な主の愛に心を射られ,その愛に死ぬと言 う幻想的な放流を描写

しているこの第二段階では,第一段階に見ることができなかった r̀adiant'(1.82),s̀bines'

(1.84),r̀ay'(1.84), b̀right'(1.85)等の語が用いられ,殉教者テレサの名をさらに輝やかせ,

高揚している｡

こうした,殉教のテーマにおいて火や炎が ｢赤｣のイメージとして果たす役割を看過して

はなるまい｡火や炎はテレサと主との精神的合一を強く我々に印象づける｡七十五行目ゼ言

われているように愛の犠牲となり,死ななければならないテレサの胸に矢が突きささる｡そ

の鉱には炎がある｡しかもその炎は

thatrich月ame

Whichwritesthyspouse'sradiantName

VpontheroofofHeau'n;

(天空に主の輝く御名を書き記すあの鮮かな炎)

(ll.8ト3)

から知れる様に主を栄光に輝かせるものである｡また,矢をテレサに放つ蛾天使達は愛の矢

を放つゆえに ｢火の長子｣ (九十三行目)と呼ばれる｡テレサは以上のような魂を高揚させ

る主の愛に身を任せる｡次ぎに,矢を受けて死んだテレサの魂は香に誓えられる｡香が芳香

を発しながら燃える如く,テレサの心も燃えていく｡

AndmeltthySoul'ssweetmarlsion;

Likeasoftlumpofincense,basted

Bytoohotta丘re,&wasted

Intoperfumingclouds-･ (ll.112-5)

(汝の甘美な魂の館を溶かすO灼熱に急ぎ燃えつき,薫香放ち白煙と変じる薫雲さながら

に--･)

かくして,テレサは主の愛に完全に燃えつきる｡このように,火や炎は我々に,テレサの殉

教が彼女を主と精神的に合一させるものであったと理解 させてくれるのである｡

第一段階で,提示され,展開されてきた, ｢赤｣のイメージがもたらす殉教のテーマは,

第二段階にいたり ｢死｣という ｢血｣による連想からの ｢赤｣のイメージ,それに火や炎に

よる ｢赤｣のイメ-ジにより深みを増し完結する｡

ところが,,官十五行目から ｢赤｣が消え ｢白｣のイメ-ジが出現してくる事となる｡｢自｣

のイメージが継起して使用されることになるのは百十五行目に ｢白煙｣が嘗かれたためかも

知れないOあるいは, 『フランス バロック期の文学』でジャン･ルーセが語っている ｢運

動と変身｣(6)という,IPヅク芸術の-モチーフを 踏襲したためかも知れない｡ ル-七は語っ

ている｡｢炎はイエズス会修道士ジャン.ド･tit'ユシェールの或る詩においで推遂に旋回す
る雪を煽 り立てるに至る｡｣(呼また,彼は次のよう紅も言っている｡｢こうした雲と虻の宅寺の
最後の希いほ,最も重 く,飛癖に最も抗 うような素材を雫紅変えてしまうことであろう隷8)
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ルーセに従うと,クラショーのこの詩の場合,火と炎は雪でなく白煙に変わったことになる｡

だが,果してこれで 『賛歌』が説明しえるのだろうか｡｢白｣のイメージが出てきたことに,
もっと深い意味がないのだろうか｡このイメージの意味を解釈するには ｢赤｣のイメージで

試みたように, ｢白｣の色彩が有する意味を知らなければならない｡

では, ｢白｣は何を意味するのか｡『賛歌』は宗教詩であるから,聖書における ｢白｣の
意味を探る必要がありそうである｡先ず,第一に ｢ダニエル書｣には最高位にいる人が

もろもろのみ座が設けられて,

日の老いたる者が座しておられた｡

その衣は雪のように白く,

頭の毛は混じりもののない羊の毛のようであった｡

そのみ座は火の炎であり,

その車輪は燃える火であった｡(9)

と描写されている｡このところへ ｢人の子｣がやって来る｡

見よ,人の子のような者が,

天の雲に乗ってきて,

日の老いたる者のもとに釆ると,

｢雪のように白く｣とか ｢雲｣という｢白｣のイメージは天界を意味する｡

第二に ｢マルコによる福音書｣を見てみよう.

(七草九節)

(七草十三節)

ところが,彼らの目の前でイェスの姿が変り,その衣は真白く輝き,どんな布さらJhで亀,

それほどに白くすることはできないくらいになった｡ (九華二 ･三節う

とあるoあとの九節で,イエスは高い山で見たことを誰にも話してはならぬと命じる｡だが,

｢人の子が死人の中からよみがえるまでは｣ (九章九節)なのである｡すると,イエスの衣

が裏白になること,即ちここでの ｢白｣のイメージは ｢よみがえり｣即ち ｢復活｣を暗示す

る,と取れるO

最後に ｢使徒行伝｣を見ようOそこで,イエスが復活後使徒達の中に現われ,神の国に関

し話した後で,姿が見えなくなるところが,

イエスは彼らの見ている前で天に上げられ,雲に迎えられて,その姿が見えなくなった｡

イエスの上って行かれるとき,彼らが天を見つめていると,見よ,白い衣を着たふたりの

人が,彼らのそばに立っていて (一章九 ･十節)

と述べられている.つまり昇天が ｢白｣のイメージである ｢雲｣や ｢白い衣｣で描かれてい

るのであるo以上から聖書で ｢白｣のイメ-ジほ天界,復活,昇天を意味する事がわかる｡
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聖書の車で ｢白｣のイメージがどういった意味を持って使われたかを多少なりとも知った

今,百十五行目から始まる ｢白｣のイメージを理解するのはさほど難かしくない｡ 一般に

｢白｣は純潔,真実,無垢を意味する｡鯛当面している行においてそうしたものを考慮してち

宜 しい｡しかし,やはり,聖書で述べられている宗教性に注目すべきであろう｡

聖書と関係の深い美術において,僧侶,東方三博士, ドルイ ド教団員,復活後のキリス ト

は,普通白い衣を,身に纏っていると言われているoOカここで,実際に十六世紀イタリア絵

画を一瞥することにしようOコレッジオの 『キリス トの昇天』,セバステアノの 『ピェタ』,

ティツィアーノの埋葬に関する二作品と 『我に触れるな』に見えるキリス トはすべて白い衣

を身に纏っている｡パオロ･ヴェロネ-ゼの場合, 『キリス トの復活』では赤い衣を着けて

いるものの, 『離別』ではやはり白い衣である｡02) フt)-トレンダー著 『マニエリスムとバ

ロックの成立』にはジャコポ ･ボントルモの 『キリス トの復活』のキリス トが,やはり白い

衣に身を包んでいる,と述べられている｡掴
上の事はテレサにあてはめられよう｡彼女は殉教し,養雲の如く白煙と(言っても c̀louds'

だから聖書からのエコーがあろう)となって天国に召されるのであるO今まで血豆染ってい

たテレサが,白煙となり,純白のマリアの世界に招き入れられると言 う所は,昇天に関する

あの ｢使徒行伝｣の-節をどうしても我々に想起させる｡それは,テレサの被昇天を意味し

よう｡これを復活と同一視はできないかも知れない｡しかしながら,天に行き,至福直観を

体験 したテレサが陶酔の夢から醒める時聖女として生き返るわけであるから,復活したキリ

ス トと同じようだと言っても過言ではない｡

今までから ｢白｣のイメ-ジのこの段での働きが知れたと思う｡次に,第二段階全体との

関連でギ リシ7人でマニエリスムの画家-ル ･グレコ (1541-1614)に触れたいo彼に開し

多くは知られていない｡だが, ミケランジェロやティツィアーノの門弟として絵を学び,七

十年頃スペインに渡 り,住みついたらしい｡色彩と筆致において深い精神性を表現 している

点で有名である｡04彼の 『キリス トの復活』(1600-05)という絵はクラショ-のこの詩にお

ける ｢赤｣と ｢白｣のイメージの機能を説明すると思われる｡以下で,その絵に触れクラシ

ョ-の詩の理解における一助としてみたい｡
そもそも,グレコとクラショーには何らかの関連性があると考えられる｡これは両者の間

にテレサを置いて考えると良く理解できよう｡まず,マクス ･ドグォルシャックによれば,

テレサが法悦の裡に見た物は白色と赤色であった｡そして,グレコは他ならずこのテレサが

｢法悦の裡に体験 したのと同じものを｣描こうとしたという｡｢中世の神秘主義が主観的沈
潜と結合｣しているスペインでグレコはテレサ同様 ｢主観的精神的体験｣に.よる｢霊的昂上｣

を経験 した,と言うことであるO脚 従って,二人には共通の精神構造があったと言える｡他

罪,クラショーとテレサはどうか｡クラショーも第二葦の冒頭で述べた如く,テレサの 『自

伝』,ベルニーこの彫刻A, それにゼ-ガ-スの絵を通じ間接的にでは あるが彼女を知った｡

また,彼女忙閑し三第の情熱を傾けた詩を書いていることは彼女への深い関心を示す もので

ある｡その上,彼の用いる色彩は, ウォレンの助力に侯たなくても,鴨赤,･由それに黒の三

色がほとんどである｡この三点からクラショ-とテレサに共通する精神があると言えようo

従ってテレサを車間において,グレコとクう シ皇-は関薙性を持ってくること忙なる｡よっ

て,クラシ貞-の詩を論ずるにあたりグL,ヨを凝用しても的外れ粒はなる凄いO
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グレコの 『キリス トの復活』でキリス トは赤い外套を背にかけている｡だが,それが確実

にかかっているかどうか判明しがたい｡他方左手には白い外套か,あるいは布を巻きつけた

樽を持っている｡これらの外套は何を意味するのか｡これを探るため彼の旭の絵を見てみよ

う｡『エスポ リオ』(聖衣剥脱)(1579)においてキリス トは赤い外套を着ている｡赤いのを着

たというのは ｢マタイによる福音書｣二十七章二十八節を踏まえているからであろう.仏や当

時この赤色が取沙汰された｡ 赤は応わしくないと言 うのであった｡姻 しかし彼は変えなかっ

た｡ 『聖母被昇天』 (1577)という作品について, ｢黒白の写真に薄い色を塗･〕たようであ

る｣a9)と言われるグレコが,教会の反対を断固無視したのはなぜか｡ それは,一つにはグL/

コも伝統を踏まえ, ｢赤｣で,愛と情熱を示そうとしたのだろう｡二つには献刑に処せられ,

自からの血で人類を救済せんとしたキ1)ス トの,近い将来の出来事を予示する色として用い

たのだろう｡

では,白い外套はどうなのか｡『オルガス伯の埋葬』 (1588)を参考にしてみたい｡ここ
で白い外套を纏ったキリス トは,地上の人々と逢い,天上にいる｡即ち聖書ならびに十六世

紀の若干の絵画から既に理解されたように白い外套は復活のシソ.i:･レと取れるOこれは 『キ

リス トの復活』においても同様であろう｡すると,この絵は次のように解釈できるであろう｡

赤い外賓は復活前,離別前の愛に溢れ,無難を経ているキリス トを象放し,白い外套は復活

後のキリス ト,あるいはそうまで言わぬとしても,神の国-足を踏み入れるキリス トを象徴

する,と｡つまり,ここでのキリス トは死を境に別世界に住む二重映しのキリス トなのであ

る｡(2ゆ

このように 『キリス トの復活』を解すると,そこでのキリス トと 『賛歌』でのテレサがぴ

ったり符合するのに気付く｡第-にテレサも死を境に別の二つの世界に住んでいるように措

かれている｡第二にキリス トは赤と白の外套で,テレサは火,死と白煙等でと,共に紅白の

イメージを用いて播かれているO 第三に二人とも ｢赤｣で象徴される愛 ･熱情の世界から

｢白｣で象徴される神の国へ入っていく｡以上の点から,『キリス トの復活』は 『賛歌』の第
二段階の部分を視覚化したと言っても良いくらいである｡よって,この絵に関する先はどの

解釈を踏まえることにより, 『賛歌』における ｢赤｣と ｢白｣のイメージの機能が,なお一

層明瞭に理解されたと思われる｡

Ⅳ

第三の段階において, 色彩のイメージは百四十八行目まで現われない｡ だが,それ以降

｢赤｣と ｢白｣のイメージはふんだんに現われる.百四十九行目は前段の ｢白｣のイメ-ジ

を引き継いでいる｡ ｢涙は慰めを得,宝石と化し｣とあるが,この場合の ｢涙｣は百四十五

行目からの

Allthyoldwoesshallnowsmiieonthee

Andtllypainessittbrightvponthee

Allthysorrowshereshallshine,

All}塊ySVFFRINGSbediuine. (ll,145-8)
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(昔日の悲しみは今や汝に微笑み,苦痛は頭上で輝き,悲款はこの天で光を放ち,受難は

神聖となろう｡)

から考えて苦しみ,悲数の象徴であるOだが,.この涙は宝石 (多分真珠だろう)にかわるO

真珠はダイ7モンドと共に,クラショーの詩において ｢白｣のイメージを代表するものであ

る｡伽これは通常,純潔と無垢を象徴するO だが,前行の ｢神聖｣を受け, ここではテレサ

の神聖さをも象徴すると思われる｡こうして ｢堅｣なる者となったテレサは

andso

ThouwiththeLAMB,thylord,shaltgoe;

Andwhereso'erehesettslliswhite

Stepps,walkwithH王M thosewayesoflight

(ll.177-180)

(こうして,汝は主である子羊と共に歩むだろうO主が其白き足跡を残す所どごへでも,

主と共に光り輝く道を歩むことだろう---=･-)

とある如く,主キリス トと共にまさに天の一員として,天の道を歩むこととなる｡ ｢子羊｣

や ｢真白き｣による ｢白｣のイメージは天界を着実に歩むテレサの姿を弊質させる0

-万, ｢赤｣のイメージは百五十三行目から現われる.ここでの ｢傷｣や ｢赤らめる｣と

いう｢赤｣のイメージは前段における殉教を振 り返って用いられただけである｡しかし,秤

の国へ入ってからも ｢赤｣のイメージが用いられる｡百五十九行目からの ｢炎｣や ｢火｣が

それである｡しかし,これらの語には第二段階までの ｢赤｣のイメージのような,殉教を目

前に控えた,血を匂わせるような使い方がされていない｡例えば,

Eachheaunlywordbvwhosehid免ame

OurhardHeartssha1､1strike丘re,thesame

Shall虫ourishonthybrowes.& be

Both占retovs&凸ametothee;

WhoselightshallliuebrightinthyFACE

Byglory,inourheartsbygrace. (ll.159-64)
ことは

(その見えざる炎で我々の硬い心が火を切る天の言と全く同じものが,汝の眉の上や燃え

さかり,我々には火,汝には炎となろう｡その光は栄光により汝の顔に,恩寵により我々

･の心に燦然と輝き続くだろうo)

では,血の匂いは消え,主の愛のみが ｢赤｣のイメージで表現されている｡しかも,主の愛

はテレサにだけおよぶのでなく,他の人々にも,つ登り普ねく全世界にもおよ恵 と描かれて

いる｡さらに百六十三行目の ｢光｣は愛の輝きを措写 し効:果的である｡

百六十五行目以下では,主-の愛の殉教者となったテiL/サが,王冠を戴き,神の国に住ん

でいる人々に取 り囲まれる.こうした中で,彼女は主の声を天に聞くが, と こ匠も ｢̀赤｣･の
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イメージが用いられているo

puton(hee'lsay)puton

(Myrosylolユe)Thatthyrichzone

Sparkiingwiththesacred月ames

Ofthousandsoules, (ll.171-4)

((主は言われる)愛する老よ,無数の人々の聖なる炎できらめくあの色鮮かなベル トを

締めよ)

テレサは百十五行目から二十八行目にかけて ｢赤｣から ｢白｣-と変容した｡そうした上
めい

で,今キリス トの命により赤いベル トをつけることとなった｡しかし,神の国-這入り込む

事により,恥辱や罪のけがれとも結びつく人間界の ｢赤｣餌 からテレサは脱却したO彼女が

｢白｣のイメージの中に入るまでの｢赤｣には血の旬が残り,完全にをなるものでなく,言わ

ば俗臭があった｡しかし,それ以後の ｢赤｣はそうでない｡堅なる ｢赤｣となったのである｡

テレサは愛の殉教を経て,主と同じように,愛を具有する霊的存在となった｡主からコ頁い

た ｢聖なる炎｣ (百七十三行目)で光り輝く愛のベル トをつけ,情熱と真実を兼ね備え,塞

の僕として,また人を導く者として彼女は文字通り ｢復活｣した｡子羊のように白い衣にす

っぽりと包まれ,主の歩む道を共に歩み,堅愛に燃えるベル トをつけたテレサ結色彩酌紅も

美しい｡

Ⅴ

クラショーの 『聖テレサへの賛歌』には ｢赤｣と ｢白｣のイメ-ジが使われているO今ま

で論じてきたように,これらのイメ-ジが持つ宗教上の関連性を抜きにして,この静を考察

することはできない｡掛 こ,もし百十五行目から現われる ｢白｣のイメ-ジが持つ澄渡を観

祝し, ｢白煙｣から浮かんできた単なる色彩のためのイメージと速断するなら,この詩の敦

図は十分に理解されずに終わるだろうO餌この詩はテレサという聖女が舟つ生への盛の高豪

りとその完全な燃焼,昇華,即ち殉教までを ｢赤｣のイメージで,殉教の確後から昇天VLよ

る神の国-の参加を ｢白｣のイメージで,最後に清く聖なる生の愛への再出発を ｢赤｣と～

｢白｣のイメ-ジを用いて措いたのであるO即ち ｢赤｣と ｢白｣のイメ-ジはテレサの信仰

の歴程を措くために用いられたのである｡ 一
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鍋 ここにマニ-I)スムの特徴が見られる.同一人物が二人いて,彼らの違った服装や動きで時間の経
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紳 ｢赤｣は愛,情熱を変わすが,人間舞で紋,クラショーが

WhyshouldthewhiEtie
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Lamb'sbosom Write

Thepurplename

ofmysin'sshame? (Chat-iiasNimia,ll.57-60)

と言っている如く,｢罪｣とも結びつく｡GeorgeWilliamson も A Reader'sGuideiotheMeta-
physicalPoets(London,1968)で "InScripturewhiteandredstandforpurityandim-

purity,"(p.135)と言っているO

と頚 Cf.Hthereaderwholacksaspecialtemperamentandaknowledgeofthesymboliccode

maybemorerepeuedthanattracted,HF.P.Wilson& BonamyDobrac,Oxfol･dHistoryof

EnglishLiterature:EnglishL7'terat2Lrei71theEarlierSeventee71th Ce?2tury (0Xford:Atthe

Clarendon‡)Tess,1945,1966).
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Summary

RedandWhiteinAHymntoSt.Teresa

YoshiakiSHIRAI

RiehardCrashaw'SA HymntotheNameand Honorof ikeAdmirableSainte

Teresaattractsusbecauseofthebeautywhichredandwhitecolorsproduce.Wemust

not,however,betooglamouredbythem tograspwhatthepoem intendstosay.Austill

Warrenhasa一readymadeitclearthateachofthesecolorshasitssymbolicmeaning,Which

wemustmakeuseofin studyingthepoem.Meanwhile,sofarastheauthorknows,

nobodyhasinterpretedthepoem bytracingredandwhiteimagerythroughout.

Thepoem maybedividedintothreeparts.Redimagery員llsthe員rstpart.Ithas

twomeanings;oneislove,andtheotherismartyrdom.Thoughthereareredimages

whichmeanlove,thosewhichmeanmartyrdom arenotlessinnumber.Rather,the

latterheightenadramaticeffectbybeingconnectedwiththeword b̀lood'.Theystrongly

expressTeresa'swishtobeamartyr.

Thesecondpartfollowsthemartyrdom theme.Suchwordsofredimagel･yaS'die',

d̀eath'and s̀lain'developthethemeuntilitisfina一lycompletedbyTeresa'sdeath.On

theotherhand,whiteimagerydominatesthelastfourteenlinesofthispart.Considered

from religiouspictures'andbiblicalpointofview,thewhiteimagery meansTeresa's

ascensiontoheavenandherrebirthasaholybeinglikeChrist.

Ⅰnthetllirdpart,bothwhiteimageryandredimageryappear.Thewhiteimagery

makesussurethatTeresabecomesholyandisoneofthemembersofheaven.Thered

imageryhasnowlostitsconnectionwith blood.IttellsusthatTeresa,now ridof

earthliness,followsChristpassiollately.

Thus,Christ'slove,Teresa'slovetoChrist,hermartyrdom aridherentryilltOthe

membersofheayelュareSubtlyexpressedbyredandwiliteimagery.


